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田
中
光み

つ
あ
き顕の

先
祖
に
つ
い
て

特
別
展
の
冒
頭
で
、
光
顕
の

先
祖
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
、
先
祖
の
詳
細
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
佐
川
に
や
っ
て
き
た

先
祖
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
部

分
を
列
記
す
る
と
、
①
先
祖
は

長
宗
我
部
氏
の
遺
臣
で
あ
っ
た

浜
田
氏
、
②
江
戸
時
代
に
加
茂

村
に
移
住
し
百
姓
と
な
り
、
後

に
瑞
応
村
へ
移
住
す
る
、
③
初

代
の
妻
が
深
尾
重
照
（
後
の
３

代
佐
川
領
主
）
の
乳
母
と
な
っ

た
縁
で
深
尾
家
の
家
臣
と
な
る
、

の
３
点
に
な
り
ま
す
。

曽
祖
父
は
文
右
衛
門
（
繁

盈
）、
祖
父
は
宅
左
衛
門
（
光

章
）、
父
は
金
治
（
充
美
）
で

あ
る
事
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

実
は
、
高
祖
父
（
曽
祖
父
の
父
）

以
前
に
つい
て
は
、
名
前
自
体
が

記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
ご
と
に

微
妙
に
異
な
っ
て
い
ま
す
（
Ｄ
だ

け
が
人
名
に
当
主
の
代
数
を
冠

し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
特
別

展
で
は
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
ま

す
）。系

図
は
元
禄
時
代
に
焼
失
し

た
そ
う
で
、
光
顕
の
父
が
先
祖

に
つ
い
て
調
べ
て
、
い
く
つ
か
の

記
録
を
作
成
し
た
よ
う
で
す
が
、

断
片
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
残
念

で
す
。

こ
の
よ
う
な
話
を
含
め
て
、

田
中
光
顕
に
関
す
る
講
演
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

<

展
示
案
内>

〇�

特
別
展
「
志
士
最
後
の
生
き

証
人
・
田
中
光
顕
」
９
月
12

日
（
土
）
～
12
月
13
日
（
日
）

<

関
連
行
事>

※
共
に
参
加
費
無
料

〇�

講
演
「
志
士
最
後
の
生
き
証

人
・
田
中
光
顕
」
11
月
21
日

（
土
）
13
時
30
分
～
名
教
館

〇�

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
11

月
21
日
（
土
）
15
時
45
分
～

川
　
柳

早
起
き
へ　

庭
の
緑
が　

眼
に
優
し

口
相
撲　

言
葉
交
わ
し
て　

送
り
出
し

親
子
で
も　

役
職
で
呼
ぶ　

社
の
規
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

憲
一

憑
か
れ
た
る　

も
の
の
ご
と
成
る　

も
の
は
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

俳
　
句

台
風
に　

持
っ
て
い
か
れ
る　

物
何い
ず
こ処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
元　

佐
知
子

暦ひ

め
く
る
や　

灼
熱
の
な
か　

九
月
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

短
　
歌

越
え
て
越
え
て
辿
り
着
き
な
む
彼
岸
か
な

　
　
　
　

苦
し
き
こ
と
の
生あ

れ
出
で
き
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

S
A
T
O
U
M
I
の
大
水
槽
に
鮫
一
匹

　
　
　
　

ど
こ
か
寂
し
げ
う
つ
を
思
ひ
ぬ

陽
の
さ
さ
ぬ
大
水
槽
の
鯖
の
目
は

　
　
　
　

白
内
障
の
ご
と
に
ご
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
岩　

英
起

そ
れ
ぞ
れ
の
日
々
の
暮
し
を
持
ち
抱
え

　
　
　
　

喫
茶
に
集
う
四よ
も
や
ま

方
山
話

湯
に
入
り
今
日
の
疲
れ
を
拭
い
去
る

　
　
　
　

心
は
明
日
の
残
り
し
稲
刈
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
寿
草
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

川柳・俳句・短歌を広報さかわに掲載してみませんか？
※ 1月号への掲載を希望される方は12月 1日（火）まで
投稿方法：氏名・住所・電話番号と、川柳・俳句・短歌のいずれの部門かをご記入のうえ封書やはがき、ファックスにてお送りく
ださい。応募多数の場合は抽選により掲載します。

文
　
　
芸

応
募
先
：
佐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係　

〒
７
８
９-

１
２
０
１　

佐
川
町
甲
３
５
６-

２

電
話
２２-

１
１
１
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２２-

０
０
７
０

青
山
文
庫
だ
よ
り

◇
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
到
来
♪

秋
も
深
ま
り
、
散
策
に
ぴ
っ
た
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
♪
全
体

的
に
花
数
は
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
キ
ク
類
は
種
類
も
豊
富
で
長
い

期
間
楽
し
め
ま
す
♪
リ
ン
ド
ウ
な
ど
も
咲
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
中
旬
頃
か
ら
は
紅
葉
も
見
頃
に
な
り
ま
す
☆
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
、
モ
ミ
ジ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
、
公
園
全
体
が
赤
や
黄
色
に

彩
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

ボタニカルニュース ～牧野公園情報～

～まちの植物情報～

問 チーム佐川推進課 　 電話 22-7740

◇ 11 月に見頃のお花♪

◆ 

秋
の
お
手
入
れ
＆
散
策
会

10
月
４
日
、
牧
野
公
園
で
「
秋
の
お
手
入

れ
＆
散
策
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

鉢
上
げ
会
、
植
栽
会
と
も
に
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
久
し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、

草
を
引
い
た
り
、
枯
葉
の
除
去
を
し
た
り
と
、

楽
し
く
作
業
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
花

が
見
ら
れ
そ
う
で
す
♪

そ
の
後
は
、
は
な
も
り
Ｃ-

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
メ

ン
バ
ー
の
ガ
イ
ド
付
き
で
、
公
園
内
を
散
策

し
ま
し
た
♪
ち
ょ
う
ど
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
見
頃
で
、
そ
の
美
し
さ
に
皆
さ
ん
、

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
を
片
手
に
大
喜
び
で
写
真

に
収
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
黒
岩
観
光
さ
ん
の
ツ
ア
ー
参

加
者
も
公
園
散
策
に
訪
れ
て
お
り
、
い
つ
も
よ
り

少
し
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
♪

ツワブキ ( 石蕗 )
キク科ツワブキ属。
牧野博士命名種。
花：10月～ 11月頃

キッコウハグマ ( 亀甲白熊 )
キク科モミジハグマ属。
花：10月下旬～ 12月頃

シマカンギク ( 島寒菊 )
キク科キク属。
牧野博士命名種。
花：11月～12月頃

タイキンギク ( 堆金菊 ) 
キク科キオン属。
花：11月～ 12月頃

ノジギク ( 野路菊 ) 
キク科キク属。
牧野博士命名種。
花：11月下旬～ 12月頃

掲載資料 作成年 先祖名（記載順） 高祖父以前の記載

A 浜田金治 ( 充美）筆
「先祖書（断片）」 不明 慶七

（乳母夫） 1人

B 浜田金治 ( 充美）筆
「御代々様年数」 明治 16年頃 乙之助 先笠之丞 善作 善作 後笠之丞 文右衛門 宅左衛門 充美 5人

乙之助＝ 1人
笠之丞＝ 2人
善作＝ 2人

C 『田中青山伯』 大正 6年 初代笠之丞
（乳母夫） 初代善作 二代笠之丞

正満 二代善作 三代善作 文右衛門
繁盈

宅左衛門
光章 5人 笠之丞＝ 2人

善作＝ 3人

Ｄ『伯爵田中青山』 昭和 4年 初代満之
（乳母夫） 二代笠之丞 三代善作 四代笠之丞

正満
五代文右衛門
繁盈

六代宅左衛門
光章 充美 4人

初代＝ 1人
笠之丞＝ 2人
善作＝ 1人

Ｅ『維新夜語』 昭和 11年 笠之丞
（乳母夫） 初代善作 二代笠之丞

正満 二代善作 文右衛門
繁盈

宅左衛門
光章 充美 4人 笠之丞＝ 2人

善作＝ 2人
Ａ＝初代は慶七（1618 年に妻が乳母となり召し出される）
Ｂ＝先祖死去からの年数を一覧にしたもの／先頭の乙之助は初代（乳母夫）より後の人物である可能性が高く、当主であったかどうかは不明
Ｃ・Ｅ＝名前に関している「〇代」は、各名前の代数
Ｄ＝名前に関している「〇代」は当主の代数


